
家庭の避難計画をつくろう
～防災ガイドブックの活用～

自分の住んでいる地域
の災害危険箇所を理解し、
「家庭の避難計画」の作成
を進め、災害による死者
ゼロの実現を目指す。



家庭の避難計画
（各家庭に合わせた防災計画）

自宅の立地条件、家族構成などにより、各家庭
で避難のタイミングが異なります。
一人ひとりの最適な行動を行政が示すことは困
難です。
災害に対しては、自らの判断で避難行動をとるこ
とが原則です。
「自らの身は自分で守る」という考え方のもとで、
各家庭に合わせた防災計画「家庭の避難計画」を
作成しましょう。



家庭の避難計画をつくる
ステップ１からステップ３までを整理し、「家庭の避難計画」を作成する。

避難経路を知る
自宅等から「避難場所」までの安全な避難経路を考える。

「家庭の避難計画」の作成手順
災害の危険性を知る

ハザードマップで、自宅周辺の災害の危険性を確認。

「避難場所」、「避難所」を知る
災害種別ごとの「避難場所」を確認。
まずは「避難場所」で命を守る。自宅が住めない場合に「地域の避難所」や
「広域避難所」で生活。



防災ガイドブック（P58,59）を活用して
「家庭の避難計画」を作成しよう。



災害の危険性を知る①
ハザードマップ、凡例を見て、自宅周辺や避難場所までのルートにどのような
災害の可能性があるか確認しましょう。
災害種別や自宅の立地条件により、避難のタイミングは異なります。

知識編P3～
ハザードマップ編P19～

（災害の可能性）
浸水想定区域、
土砂災害警戒区域
ではないか？

（タイミング）
川が近いので
早めの避難
が必要？

土砂災害
（土砂災害特別警戒区域）
（土砂災害警戒区域）

外水氾濫
（河川からの氾濫）



災害の危険性を知る②

知識編P10

自然災害に対しては、自らの判断で避難行動を
とることが原則です。

①指定緊急避難場所への移動

②安全な場所への移動 「立退き避難」
（自宅から移動しての公園、親戚や友人の家等）

③近隣の高い建築物への移動 「屋内安全確保」

①～③の避難がかえって危険を伴う場合

④近隣の少しでも高い建築物へ移動
「緊急安全確保」



災害の危険性を知る③

避難のタイミングを確認しましょう。

１．地震
・ 緊急地震速報、南海トラフ地震臨時情報など
・ 強い揺れがおさまったら

２．津波
・ 緊急地震速報、南海トラフ地震臨時情報、津波・大津波警報など
・ 強い揺れや弱くても長い揺れを感じたら

３．土砂災害
・ 土砂災害警戒情報で避難の検討
・ 高齢者等避難や避難指示の発令

但し、全ての世帯で最適なタイミングとは限らない

４．洪水
・ 浸水のおそれがある低地では、大雨警報・洪水警報の発表で避難の検討
・ 河川の水位が避難判断水位を超え、高齢者等避難や避難指示の発令

但し、全ての世帯で最適なタイミングとは限らない



「避難場所」、「避難所」を知る①

災害種別ごとの「避難場所」と、避難生活を送る「避難所」を確認しましょう。
災害によって避難場所が異なる場合がありますので、凡例で確認しましょう。

作成編P57
ハザードマップ編P19～



「避難場所」、「避難所」を知る②

避難場所：命を守るために避難する場所
避難所 ：避難生活をする所

作成編P57



「避難場所」、「避難所」を知る③

避難場所：命を守るために避難する場所

・ 指定緊急避難場所
自主防災会が選定した「地域の避難場所」を市が指定

・ 公園、広場、親戚や知人の家

・ 近隣の高い建築物

・ 建物内の安全な場所 （屋内安全確保）
自宅の２階など



「避難場所」、「避難所」を知る④

避難所 ：避難生活をする所

対策・情報編P18

地域の避難所
自宅で生活できない場合は、
自主防災会の地域の避難所で生活

市の広域避難所 （42か所）

地域の避難所で生活できない場合は、
広域避難所へ



「避難場所」、「避難所」を知る⑤

知識編P10

災害時、避難所での生活は過酷で、心身へのストレスは強く、災害関連死に
つながる危険性があります。掛川市では、従前より避難所以外への避難（分散
避難）に取り組んでいます。

「分散避難」のススメ



避難経路を知る

自宅から「避難場所」までの避難経路を考えましょう。
実際に歩いてみて、何分かかるのか、経路上の危険箇所を確認しましょう。

・ 避難に要する時間
・ 避難手段は原則徒歩

避難に要する時間
が長ければ、避難の

タイミングを
見直しましょう。



家庭の避難計画をつくる①

ステップ１からステップ３で確認したことを整理して、「家庭の避難計画」、「マ
イ防災マップ」を作成しましょう。「家族の情報」も記入しましょう。

作成編P57～59



家庭の避難計画をつくる②

作成編P57～59

・ 災害種別ごとに避難行動のタイミング
を確認しましょう。
・ それぞれのタイミングでとるべき行動
は、異なります。

高齢の方や体が不自由な方は、
早めに避難行動をとりましょう。
家族構成にあわせた避難行動の
タイミングを考えましょう。

どこに住んでいるか、
自宅の立地条件にあわせた

避難行動のタイミングを考えましょう。
氾濫しやすい川の側、海岸の近くに
住んでいる場合は早めの避難。



家庭の避難計画をつくる③

作成編P57～59

・ 分散避難の考え方に基づき、在宅避
難や縁故避難も考えましょう。
・ 新しい避難方法として、「車中泊避
難」、「キャンプ泊避難」、「ホテル避難」
も検討しましょう。

避難経路を実際に確認
して、安全な避難手段と
避難時間を確認しましょう。



家庭の避難計画をつくる④

作成編P57～59

・ 非常用持出品や非常備蓄品を確認しましょう。家族構成に
あわせて必要な物品を追加しましょう。
・ ローリングストックも活用して備蓄品の鮮度を保つとともに
日常生活に近い食事ができるようにしましょう。



家庭の避難計画をつくる⑤

作成編P57～59

・ 避難経路上の危険箇所や必要な防災情報をマイ防災マップに書き込み
ましょう。



家庭の避難計画をつくる⑥

作成編P57～59

・ 緊急連絡先や常備薬、かかりつけ医などを書き込みましょう。
・ 家族で話し合い、集合場所をあらかじめ決めておきましょう。



家庭の避難計画をつくる⑦

作成編P57～59

最後に完成したら、切り取って身近なところに
貼って、日頃から確認、家族と共有しましょう。


